
４　主要事業一覧

危機管理室

消防団充実強化支援事業 ５２４万円 　 より一層安心・安全な信州・長野県を構築するた
め、コモンズからはじまる消防団の充実・強化を図り
ます。

【信州モデル創造枠予算】 　・消防団ポンプ操法大会の開催
　　　男性消防ポンプ操法・ラッパ吹奏

危機管理・消防防災課 　　　女性消防ポンプ操法
 FAX 026-233-4332 [５５８万円] 　・地区ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会への支援
 E-mail bousai@pref.nagano.jp 　・県職員の地域消防団活動への参加（ゼロ予算事業）

　・市町村の消防団員募集への支援（ゼロ予算事業）

地震体験車更新事業 ３７１７万２千円

危機管理・消防防災課
 FAX 026-233-4332 [円]
 E-mail bousai@pref.nagano.jp

長野県総合防災訓練 ２２６万９千円

危機管理・消防防災課
 FAX 026-233-4332 [２２６万９千円]
 E-mail bousai@pref.nagano.jp

生活必需品備蓄整備事業 －
（災害救助基金の活用）

備蓄物資
危機管理・消防防災課
 FAX 026-233-4332 備蓄場所 松本平広域公園防災備蓄倉庫
 E-mail bousai@pref.nagano.jp 必要経費 1000万円程度（災害救助基金を活用）

総合防災情報システム整備 １億５６７万７千円
事業
【信州モデル創造枠予算】

危機管理・消防防災課
 FAX 026-233-4332 [円]
 E-mail bousai@pref.nagano.jp

事　業　名
要　求　額

［17年度予算額]
事　　業　　内　　容

　災害等非常時の被害情報や気象情報、防災に関
する情報等をリアルタイムに集約し、県、市町村、
防災関係機関等が迅速かつ的確な災害対策を講じ
るための情報共有を行うとともに、県民に迅速に情
報提供を行う。

　最新の機能を搭載した車両に更新し、より臨場感
溢れる地震を再現することで、地震に対する意識の
高揚と地域防災力のアップを図ります｡

毛布、タオル、おむつ、生理用品、
組立式トイレ、ブルーシート

　各種防災訓練を総合的に実施し、災害即応体制
の確立及び防災意識の普及啓発を図るため、木曽
町を主会場に県下一斉の総合防災訓練を実施しま
す。

　災害が発生した直後、被災した県民が安心して過
ごせるよう必要最小限度の毛布、タオル、おむつ、
トイレなどの生活必需品等を備蓄整備します。
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事　業　名
要　求　額

［17年度予算額]
事　　業　　内　　容

災害時用衛星携帯電話の設置 ５４９万８千円

【信州モデル創造枠予算】

危機管理・消防防災課
 FAX 026-233-4332 [円]
 E-mail bousai@pref.nagano.jp

　消防学校専門課程 １６１万６千円
高度近代型救助技術研修

危機管理・消防防災課
 FAX 026-233-4332 ［円］
 E-mail bousai@pref.nagano.jp

　防災服整備事業 ９０３万円

【信州モデル創造枠予算】

危機管理・消防防災課
 FAX 026-233-4332 ［円］
 E-mail bousai@pref.nagano.jp

長野県国民保護普及啓発事業 ２２７万６千円

危機管理・消防防災課
 FAX 026-233-4332 [円]
 E-mail bousai@pref.nagano.jp

　 県職員の災害時の活動を地域の皆さんが認識し　
安心いただくとともに、職員の自覚及び事故防止を
図ります。

　 いざというときに活動の主体となる市町村、消防
職員等の自治体関係者、消防団、災害ボランティ
ア、自主防災組織等を対象に、国民保護法制につ
いて理解を深めるため、「国民保護フォーラム」を開
催します。

消防学校での救助研修
・ザイル等を用いた救助資材の使用・点検方法
・都市部・山岳・山間地等状況に応じた救助方
　法

各地方事務所　２機×１０所

　 複雑多様化する災害に対応するため、新たな救　
助技術を消防職員が習得・訓練し、災害時に県民
の安全を守ります。

　災害発生時に通信回線が断線し、通信が途絶え
ることがないよう衛星携帯を各地方事務所に配備
し、県庁・合庁・災害現場等との間の通信ルートを
確保します。
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